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……企 業 運 営 の 重 要 な 側 面
は,
丿
決 貪 し 行 動 す る 万こ ］と に あ る ． 決 定 は い く ＼つ か のJ
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代 替 案 の 選 択 ノと し 七 理 解 さ れ ， 行 動 ぱ 決 定 に も: と づ く 詳 細 設 計 か ら 所 期 の 成
果 を 収 め る こti:i と い= え る ニ こ の た め に 経 営 管 理 懲 ば √ 組 織 と 計 数 記 よ る 管:
・r・II
理 が 必 要 と な り ，こ こ の 組 織 と 計 数 が ， 行 動 す る 組 織 体 の 中 で 合 理 的 に 組 み 合
わ さ 言 て ， 決 定 と 行 動 と を 適 正 な も の に 導 い て ゆ く ． そ り た め に ， 情 報 の シ
ス テ ム が 入 用 と な る ． 情 報 シ ス デ ヘ は ， 組 織 体 の, 発 展 レ ベ ル や そ の 規 模 な ど
ふζ..F.. ・fに よ
ケ て 異 る 内 容 聚 も っ か
、 二
般 に そ の ペ
ー-y. 、ツ
……夕 な 作 業 シ ス テ
ム 仁 し て
事 務牡 ステ ム=を 包含 す る。ス事 務 シス テ ムは，かレく…して組 織行 動 のい わば 潤滑
油 と∇し て一 定 の役割 を 担 多こ とに なるo この 役割に対 し て， 経営 管 理り 発 展
を 期 す 人 た ち は 大 き な 期 待 感 を 牡 ち は じ め て き た レ 事 務 機 械 化 の 促 進 に よ る
経 営 管 理 の 質 的 向 上 で あ る
． ∧ トいミ
，
経 営 管 理 に 対 す る 事 務 シ ス テ ム の 貢 献 度 が 高 ま れ ば
， そ れ 相 応 に 事 務 シ ス1j.
㎜.
“・テ
ム り 構 成 ・ 働 き に も 変 化 が あ る は ず で あ る ．
丿
本 稿 で は か か る 変 化 の
ヤ 断 面
・r㎜ ■y'i.. ，.
ご 〆を 事 務 機 械 導 入 の 諸 問 題 と か ら め て 検 討 を 加 七 て み た い
． こ こ で 取 り 上 げ る
●●¶-'・t ●ゝ●占―t-I・'‾-・4L・ .｀¨ .-・・-I・'f・ .・IIr'・・'゛・Wいa. ・-・I事 務 機 械 は ， 電 子 式 デ ー タ 処 理 シ ス テ ム と い わ れ る 通 称 コ ン ピ
ュ ー
タ を 中 心
と し て ＼， そ れ ば か り で な く 一 般 事 務 用 機 械 も 含 ん で
， そ れ ら の 導 入 ・∇
利 用 に
よ る と 仁 ろ の 事 務 シ ス テ ム の 発 展 と そ の 変 容 を 考 察 す る こ と に し た い
．1
2。，機械導入 によるシ ステム機能 の拡大
凋知のように企業などのよ・うな組織体の事務システムにおいては，機械導
入がきわめて多面的に行おれるようになっX きた。そのために，事務システ
ムのもついわゆるシステム機能が拡充し，より効率的にレかつより精緻的な
成果を生み出すようになりつっあるといえる。つまり，手作業よりもシステ
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ム 精 度 が ， 向 上 し た わ け で あ る 。
た と え ば,POS シ ス テ ム （pointofsalessystem ） で は ， 電 子 式 金 銭 登 録 機 ，
電 子 式 会 計 機,OCR が 端 末 と し て 使 用 さ れ る 機 械 で あ り
， 百 貨 店 な ど の 統
一 伝 票 シ ス テ ム に お い て は ， ピ リ ン グ ・ マ シ ン ， 電 子 式 会 計 機,OCR, あ る
い は ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ド ・ シ ス テ ム は ， カ ー ド 照 合 機 ， カ ー ド｀ 読 取 機 ， 書 込
み 機 ， ま た 金 融 シ ス テ ム の 端 末 機 と し て は ， 預 金 鉄 ， 支 払 機
に ク レ ジ ッ
ト ・
カ ー ド 機 が 使 用 さ れ る 。 そ し て こ の よ う な, 機 械 利 用 の 促 進 に よ っ て ， そ れ ぞ
れ の 業 務 は ， つ ぎ の よ う
こ
な 点 て 著 し く 改 善 さ れ て い る
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し か し ， こ の た めj に は ， そ れ ら を 改 善 す る た め の 数 多 い 多 面 的 な 機 械 や そ
れ ら に 付 随 す る 技 術 を 開 発 し な け れ ば な ら な か ら た と い え よ うI/。 こ れ ら 開 発
の 現 状 を 周 辺 ・ 端 末 装 置 の 断 面 に よ っ て 捉 え て み る と 表1 の よ う な 概 況 と な
る で あ ろ う 。 こ こ に い う 周 辺 装 置 と は ， 計 算 機 本 体 腸 付 属 し て そ の 効 力 を 高
め る た め の 装 置 で ， 記 憶 とI/O 関 係 の 機 器 を い う
・
米1 に み り れ る ）よ う に ↓
■1.
｀ ’i ・。 － 』
磁 気 記 憶 装 置 が ， 多 種 多 様 な も の と な り ↓
……
ま た 乙 方 尚
置 が 実 用 化 さ れ て い る 。 入 力 － 出 力 関 係 も 文 字 読 取 装 置 の 発 展 力y ら
。,……従 来 ↓。
弱 点 と さ れ て い た 図 教
？IIIIr
顕 著 な 発 達 を と げ づ つ あ る 。 そ し 七 こ ムφ よ う な 傾 向 は ， 一 般 の 事 務 処 理 の み
な ら ず ニ デ 二 夕 ， お よ び ， 情 報 の 活 用 範 囲 を 拡 め ， 管 理 効 果 の 向 上 に 大 き な
貢 献 を 果 し て い る も ノの と い え る の 七 あ 吝 よ
し
……
そ の 一 端 の 現 わ れ は; ……地 域 分 散 型 組 織 形 態 仁 お け る 車 央 集 中 的 情 報 シ ス テ
ム の 採 用 で も 芯 。 近 年 み ら れ る 銀 行 事 務 処 理 シ ス テ ム の 例 は そ の も っ と も 代
表 的 な も0 で あ る 。 ま た ， あ る 企 業 に お い て は ， 東 京 ・ 大 阪 な ど に 常 駐 す る
経 営 幹 部 が ， い な か ら に し て 同 時 に 同 一 の 会 議 を 開 催 し ， 議 事 し う る こ と に
も 会 議 体 運 用 に 対 し て,-
。
事 務 方 式> コ ミ
■3.,.―
ケ ー シ ョ ツ 方 式 に 大 き な 発 達 が ヽ
み ら れ て い る と い え る の で は な い か 。 そ し て こ の よ う な こ と は ， 組 織 体 に お
け る 従 来 の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン
形 態 に 各 種 の 影 響 を 与 え て い る の で あ る 。 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方 法 ， ス テ
ッ
プ ， そ し て そ の 速 度 ， ア ウ ト プ
ッ ト に す で
に 顕 著 な 影 響 が 現 わ れ て い る の も そ の1 つ の 例 で あ ろ う 。 と す れ ば ， 事 務 シ
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ス テムのレ ベルは 向上 し，そ の上 位シ ス テ ムと して の管 理シ ステ ムに も影響
を与え る ことに な るであ ろ う。
3, 技 術 進 歩 に よ る 管 理 シ ス テ ム の 改 善
管 理 シ ス テ ム の 性 能 は ， ま ず 管 理 的 決 定 を 下 す た め の し く み が どp よ う に
構 成 さ れ ， モ の 機 構 の 運 用 が い か に 準 備 さ れ て い る か に よ る 。 第2 は ， 管 理
の 機 構 に 配 列 さ れ た 人 的 要 素 ， す な わ ち 管 理 者 の 資 質 に よ る 。 そ し て 第3 の
点 は ， 管 理 機 構 の 入 出 力 シ ス テ み 上 り 水 準 に よ る と い え る で あ ろ う よ 今 日 の
技 術 進 歩 は ， こ れ ら の 点 に そ れ ぞ れ 関 連 し て 多 大 の 躍 進 を 遂 げ て い る と み ら
れ る 。 こ こ に そ の 進 歩 の 概 略 を 十 覧 表 と し て ま と め た 資 料 か お る( 表2) 。 こ
れ を 参 考 と し な が ら ， 管 理 ク ス デ ム ダ), 改 善 に つ い て 検 討 を 加 え て み よ う 。 そ
し て こ の 検 討 は ， つ ＼ま り レ 事 務 シ ス テ ム の 前 進 ， あ る い は 進 化 の1 つ の 側 面 ノ
と し て 受 げ 取 右 こ と
づ
も で ＼き る の で あ る 。 …
…
…= …
…
… … ｜
プ
・ ・ ・= ＝ ¶ －I ・ ・ ”
さ て ， 進 歩 の 志 向 づ ク …
…
ト ノド! 本 ，4 つ め 局 面 辻 分 か れ て い も 。 す な わ ち5 第
・ ・ ・ ・Ir ＝ ・ ・= ・ 心・・ ・ ・=j・・ ・・ ・1
の 局 面 は 官 僚 機 構 志 向 型 と 表 現 さ れ て い る が ， こ れ は 管 理 社 会 発 展 の た めl
の 技 術 進 歩 と 考 え た ら よ い 。 第2 の 局 面 は デ ー タ 。 ベ ー ス の 形 成 で あ っ て √ 。・ヤ
つ ま り ， デ ー タ 。 バ ン ク を よ り 多 角 的 に 駆 使 し て 物 事 を 処 置 し う る よ う な 社I
・■II ・1
会 の 実 現 を 目 指 し て い る 。 情 報 化 社 会 の 一 断 面 を 形 づ く る も の と い え る だ ろ 万i.
・ ・j
う 。 第3 の 局 面 に 選 ば れ て い る も の は ， マ ス コ ミ で あ る 。 こ れ ら り 発 達 に レ
こ こ で の 技 術 進 歩 が 貢 献 七 て い る こ と は 想 像 に 難 く な い 。 そ し て 第4 の 局 服
は ， 対 話 型 社 会 の 志 向 で あ ノる 。
‥
こ れ ら の 局 面 に 共 通 し た 技 術 項 目 は ， 収 集 ， 蓄 積 ， 操 作 ， 搬 送 ， 処 理 な ど
の 技 術 で ， す な わ ち ， わ れ わ れ の 判 断 の 基 礎 と な る デ ー タ や 情 報 を ど の よ う
に 集 め ， 使 用 し ， あ る い は 伝 達 す る か と い う た め の 技 術 で あ っ て ， ニ ：れ ら の
● ・- ・多 しく は ， 事 務 シ ス テ ム の も …とt こ 集 約 さ れ 改 善 さ れ た 技 術 進 歩 に よ っ て い る と
い ケ こ と が で き る 。 で は,
■。
こ れ ら の 技 術 進 歩 に よ っ て も た ら さ れ た エ フ
ェ
クlj'
｜ ・[ ・ト
√ ま た パ フ ォ ニ マ ン ス は ど の よ う な 七 の で あ ろ う か 。 そ し て そ れ は ま た ，
事 務 シ 片 テ ム を 通 し て 経 営 管 理 に ど の 卜よ う な 貢 献 を 果 し て い る の で あ ろ う
か ノ 要 約 し て 七 方 傾 向 を 指 摘 七 て み よ ‥う' 。'・ 十
① 実 体 の 測 定 お よ び 評 価 の 改 善 ／ ∇……
④
‥
利 害 者 集 団 と の よ り 密 接 な 対 話 に よ る 経 営 民 主 化 の 推 進
90
但
禍
Q
ぐ
K
1
て
侭
1
1ト
}{Iぺ 齢
廓 侭t, べ4^ 瓢K
％ 食Ivl ト 衆知
垣? ぺ 、々 々% 卜1 垢エ メ
黒o 恥尽廓 うヽ ト・n 入il 恥二，
ゅヽ 余 鴫トヽ n 吟'^iドト・卜 砥-'MSI^V
刈 尼傾 訟メ 々ヽら 翌 食ぶ ト々 鵬 鯛 、^
・R＝十fc^:VR む べ・R強'*iJ>・町巨 ・ヽト
斑
斑 濡 べ
‰ 弼 佃 ゜; 巡
々ヽ 暖綱艇 食獣暖
斑 し りH
Ξ1が飴 強ヽV' ふ加球"^ 臓一
割翠一一廓－I 坦lト池1トに べ
阪奪卜 聚ヽいヽ- 藤^辿S= 頻i
無嘔 外郭;^v 緊如○ ・々屁 令
但
褐
Q
ぐ
球
磨
題
如
嶮
緊
冷 。] ミ
胞 λy ふ 交 食辰
こJ
よ 冷 汗 球 ミレ い
歌赳E ・剛 ぺ邨・tifljiヽ "N^1J
緋 悦 齢 皆 皆 よ 膿 且
戦囮 袖脇 恥て愈脊咽 、々^瞰rヽ°iJ屈n 辰
1
ふ
iト1
にKH
入
・，m び
ぃ2y
ト 食
卜71 ト 尽t
ヽ 垣 ド ベ中 ト
ら 昶)| λ・ －1
囃 りヽ、ト|々ヽ ト 傀
尽ヽ 宕mm メV ぉH 尚iS1
か ≪V, 側H キヽ ， ㈲翁㈹7
応y 入舷 べ ・ ・1ト ひに 脊
・ 剛 － ャベ1 ト"K ド ベ ・Q 畷
ぺ詞111 で1ト 尚剛 ぺ尚 べ"AJ－ 厦r 、爾 今v
胞・rヽ≒ キーふて聊 ぺ聊 かヽ 1I 胞 偽ヽ 【t
、鍼l 蜘 かl 軒ヽ 鵬 疆 ぺぐri 刈 侭ぼ ぺ
° 価^・ト 溺^ ・ふ縦か≒'>"iJAJ 屎K 串v
但 戦 火 ／
植 で ヤ ノ
ノ ダ絃＝
ノ 包脳
硲 蝋・腺 妬Q 坦 鋤 暗 低 ○ 坦 緬
???
?
?
??
????
???
事務システムの変化と事務機械
収
圀y
l
i5
永
米4
交i ト、
÷、 べI
・・ へ
侭I ・ 祓叔
λ 、々． 柘 芭 蕉
゛ べ ゛ 端岨
°^｀ ゛ べ 嘸 衆 衆知K
・ ふ 卜ヽ ．’ 鰯 両 面 衆
゛ヽ ^ °^｀ 濡-^ 隈 譚 筏喩1
叶 り 晰 附i 頌P^ 頴yp
・,Jy 仙 淘 霜細丿仙
艇I
―I'ト、か*lト、・st'ぼぉ －ま
］。≫"<Ci;衆f 治,'
mm
疆 翠測
匯i 畷
応 区 処、弊
衆 笥 ぺ々ヽ
仙 余卜 【
£ 匝り ト、
λ 城
らX ’ λI
吟ヽ 以 ・/r
キヽ ト 町< ・rヽ
＝ヽ 中ヽ 卜 Ξ ・ト ≒
・≫、・ ち なKay
・べ1 λ ら> 、
λ λV 今ヽ m 食 ・斑 斑・mm
トヽ s ＼ い 卜、 べQKV
こヽふ 卜 ・ 気ψ廻瀾 卿 くヽ・食 、々＝ヽ
目 ・:-^ 必 ぞ兪蕪吻 或 ぃ々R ゛ヽゅヽ
ムて 、々 λφ^of< にト巨:^ ム 食Iト、t・卜'<
らI ‘｀出S^ ゛誠醍叫 ベト;｀ ’ly
恥 がト ムv 圓ヽ&, 弧燧 聴疆 －=^ 申ヽ ・小
哨い<
胞 ・ト、 べ’
昿 べ1 トヽ
唄 ら ベベ~4'^-
， 車iト ふトヽ li
ヽ 叙゛ ぺ・ ベ バと
か 域 ら べら むヽ lヽヽ
食 に 寡 、!!15ttII
ト郷敏 和 を咽 尽ふ
入反 測唄N 怒 ＼一凛
々舷む そぐに ・E7
食t'/i
ド縦 べ
ふ 印桐 ・ト
λ 々ヽ . 砥詣Ku
そN 閤 扉ト5 回ヽ ふF, 羅
λ1M 騨 脚m べ蝸!l!5M 峡細 べ鶴
昔々｀暖 暇 暖 気1 咽Z 唄 ム紐 碩 唄｀m
こ 輔1 に 顕 ミ5数 ㈹ 指
涸貿
遜 絢
≪ 斑λ 挺 紅斑
ら酬べ^ 廠V 、佃l
薦気ふ 斗j 斑ヽ
食朴刈 尽^1 姻 蝉斑斑川
獣侃lト、蜘・l尨 ゝ^ 覧 迦:梼征川 暗
晦防中唸rt£ト゜ り び囃政戦腎、宕
辻巨喚叫・喘l
離
斑 唄C ヽ 垣 祓 域 囮 ○ 茸S 破
91
92
?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
．?
?
?
‥
?
．
??．
‐
、．
?
．
!つテ
妬W
于
卜
J 丿 二 ノ
プj
‥ ‥‥ ‥
‥
‥.
ぐ ミl
ヘ ノ ，7
・ ・I
．1．J
ド ） ‥‥ ‥j
，/ Å
’ レ ミ ＞
一
個-n: 」 ……ご ／ ‥ ，
囮 ベ ベrn,, ＼ べJ …… ぐJ・
ぺ 丿 ド^X ・ 丿大 ニ ヅ ニI^
・'（ べ^ ￥ …
……:‘
・ ‥、 ，・▽ ≒
べ 本,.^ ム'iド、y 〕 ‥ ‥‥・ 、y にトU..
か 彩 永 ゛AニJ
… … …
…
ゾ ノ ・<I
城 骸 剛 掴 ご≒卜 … …レ ニ ……ご/1. 二 スペア:v-,a
鰯 四 固 ソ ＜ ≒∧ ヘノ ヘ． ＼ レ ．N'
珊 珊 隷 樋 … ……レ プ ニ…
…/
で二 ≒ ヴ犬
f
ヅl
;・y
； 二 Σ
ン
■’ λ
ャ バlj
娠yi ト ハ イy
べ 々、 …
…
’｀（
■v・べ 叩1 ・ ズ
・、
） ト'K トy 二 二 ’JV
ふ ●≒ ● ダ ・,-・/'
矩 予 十 八 郷 火 ‘ ゾ づ ヽ
征 ・ミト ヅ ベ 冊卜 、 ‘・ ペ ノ・ ≒し
心 礼 テrla廉 柵 丿 く 丿 卜
丿 丿
，J二丿・
卜 ぢ ふヽ ぺ ・v田 寸 ＜ 二｀バ ＞j
無 レ ド 々ヽ卜 ＜ 卜 ダ ＞ ヅ ’y ・゛ I・l
聘 ベ ル ト卜 眼 メ ニ ∧ ……… …l ・ j」
但
植
○
ぐ
λ
m
ら
1
キ、!l
≫)n
べI'
，
卜 社
。
良 沁 レ
ヶ……
…
万，
気=M卜卜小
………
汀 往 往 無 丿
ニ
）
…
…j……（
丿
居 認 言 鳥 才 蓉
∇……万万… …
●Qk 腎r 〃＼ ∧ ∧ ］ サ¥JI
・ ら
’Lfノ
〉<
レ …
……l
ミ1,
・ 、
万
… … ……1
万
「 ……
ぐ ぐ レ17
λ 司 ふ ・j 匂ゝ
頂 づy レ4 ＼
％ 謳' 蕪 ・拡 征二 〇 垣 絃卜 ・ 戦: 、 赳:-q: 坦 二 報レ
93事務システムの変化と事務機械
?
、
（
?????
?
??
?
?
?
「?
?
?
?
??
?
?
（
?
）
|・JIIIJ ’
べ 弧 入
☆ ∧
レ ジ
ー………,,‥
詣 が
黙 窓 訟
乱t 尽l ヽ
χ χ.ト ≪・・
べ
・゛U で 球 ス
砥… …尽 ら城
ン 寸 ≒
べ^
ヽ ・■・ フドS トiト
臨 齢 影 ニ ヅ ス
エ ・剛 班・・N. ら べ 海栗
寸 言 に 二 罵言 言Ml
冊"i>廿個、べ城卜 戦幽佃
…… ‾ '・'
丿
……!
ブ
…
……j
‘.J' ゛｀゛‘‾｀………'-It・‘・゜ ｀
、.
‘S-'' 戸゛ ・ 一゛一‘ ・ 罵n
、
．
フ …
…
… …
…j
……
…
、...,,、.‥ 、.- ，.. ‥--.,V
① ∧ 言 行 ダ
・ メ 今 皿 入 ●
レ レ パ
ョ
‰1 謬 錯
乱 個 獣 帽 難 熟 乱 は 万
口=I諭 覧 澗 凩| ト 卜 細 仲 仲 拓 知 絵T 、・・い 和
・｀へy
≒
＼
＼
＼
ス
ム｀
ヘ
夕｀j
ソ゛4
万
万
＼｀
ノ
……
…
二卜1:|＼…… ……
☆
。
ト
土 姉 ＼'
λ巾
＼'
志巡 聡r~)rvi
斑 頌 ○ 坦 牟 鼠 剛 ○ 撫 絃
94
｀ 指
数1500
1000
500
100
図1 事務機械生産指数の推移（他の機械工業との比較）（40年＝100）
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③PR の質的・量的改善
④ 計画化，統制化の精度の向上
⑤つ組織管理方式の改善
これらの傾向を援ける技術側面の代表的なものは，マイクロフィルム，ビ
デオシート，予算管理システム，ネットワーク手法，媒体ミックス，ソサイ
ェタル・マーケティング， ディスプレイ・ターミナル， オーディオ・テー
プ，コンピュータ・ネットワーク，シミュレーション，データ管理，IDS,
などであろう。つまりこれらは，新しい型の情報機器，情報手段 な の で あ
る。犬しかしまたよこれらしの技術効果を促進する意味で,‥づ 般事務用機器の活
用も見逃すことはできない。印刷,犬写真技術は特筆ぎれなければならないで
あろう。
4. 事務機械化の発展と機械化予算
しかし，前節のような傾向かすなおにもしも受け入れられるとして乱 そ
れには，特定の犠牲がともなうものである。犠牲の第1 は，費用であり，第2
は組織的変革，第3 は人間の意識革命への努力ということになる。本節で
は，この第1 の点について考察してみよう6 第1 の点では，事務機械化の発
図2 一般企業における事務機械化予算の年間売上高に占める割合
(%)^-^ 末^満M ‰5M で?
日本経営協会編『わが国経営における事務機械化の現状と展望』昭和48年，6 頁参照。
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図3 過去3 年間における一般企業の事務機械化予算が し
年間売上高に占める割合の推移
未満 0.075
前掲書，7 頁より。
0。1 づ0.25 ゲ0.50.75
年問売上高に占める事務機械化子算比率
1.0 以 上
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展 に伴っ てど の程度 の投 資が 必要 か とい うこ とであ る。 こ れを 機械化 のた め
に 各企業 は ど の ような 予 算を 計上 してい るか とい う形 で調 査研 究 してみ よう。
まず， 図1 を 参照 してみ る と，事 務 機械 の台数 は ， ここ10 年 ほ どで30 倍ほ
どの伸 び率を 示 してい る。 これを 金 額上 の 伸び率 で み て 乱 昭和49 年 は，1048
％ であ って ，モ の 普及上 の勢い の 激しさを物 語 ってい る。 こ れを 他の乗
用車，民 生電 機と 比較 し， また ， 機械 工業 全 体の指数 と比較 し てみ ると一 層
そ の点 を理 解す る ことが で きる。
では ， この よ うな事 務 機 械 の導入は ， 企業 モ れ 自体 では ど の程度 の機械化
予 算で行 われ てい るの であ ろ うか。 こ の点 につ い ては 図2 を み てい ただ こ う。
こ の図では年 間売 上 高 との対 比を さ らに 従業員数 との関 係で分 類 して予 算割
合が示 され てい る。 こ の 図に よっ て明瞭 な よ うに 売上 高に対 して の0.05 ％ 未
満のクラスが一 番多 く， つ いで0.1 ～0.25 そ して0.25 ～0.5 の ク ラスとつづい
ている。 しか 乱 従業 員 数 と の関 係で みて も0.05 ％の クラスが どの 規模に も
共 通した一 般的 パ タ ーン であ る グ ラフを 示 してい よう。 また, 図3 は, 過 去昭
和46年 ～48 年 の3 ヵ年 間に おけ る売上 高 と の比 率の推 移を 表 わ した も のであ
る耽 こ れに よって み る と，人 材 不足 が 激 しく訴え られた 影 響で, 一時 期は ，0.1
～0.25 当 り の ク ラ。スに一時 的 な ふ くれ上が りが みら れてい るが ，お お よ
そ0.05 ％が， 各年度 を 通 しての 傾向 であ る ことが うかがわ れ るよ こ れらの傾
向は業種 や 経営 管理 の方 式に よっ ても 異る であ ろ うが， ご く概略 的 に み る
と，上 記の よ うに ま とめ るこ とがで き る。
5. 事務機械導入の現状
事務機械導入のためにどの程度の予算措置が行われているかその概略につ
むヽて検討してみたのであるが，しからば事務機械利用の一般的概況はどうで
あろうか。事務機械は，まず事務の要素別作業にそって利用され，つぎにい
くつかの要素作業のセットに適用され，ついで職務に対して拡大し，さらに，
事務工程の改善√変革に適用される。今。-これらの事務機械をつぎのような
種別に分けて導入現況をみてみると図4 にそれぞれ示されているような概況
となる。これによってわかるように複写機，表示式電卓，加算機，カナタイ
プライクー，文書細断機，ついで電子計算機などが大きな普及率を占めてい
る。＼これらの普及傾向は業種別におおまかにとって比較してみると，図5 の
98
図4 一 般 企業 に見る普及率 ・購入希望率
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ト
まとめとなるが，これもほぼ同
一傾向を辿る。順位別に一般企
業，官庁関係，農協と分ければ
表3 に示す ようになるがレ電卓
と電子計算機に対する利用傾向^
ま波い。
童だ,1 社別の保有台数を考
えてみれば，図6 によるように
電卓，ついで加算機の保有台数
が圧倒的に多い。以上のような
点からすれば，事務工程を形成
する記録計算事務作業のうち，
特に計算事務作業に多くの機械
が導入されているものといえる。
これらに対して，システム・マ
26.0 シ ンとし ての電 子 計算 機の普及
率は一般的ヽに高まってきている
が，1 社当りの保有 台数 は 少
い。システム。・マシンとしての
電子計算機による大量集中事務
処理のため，数多くのコンピュ
ータを分散して使用する必要が
なくなったことが1 つの理由で
あろ ケ。 また，電卓レ 加算機な
どと異り，その使用コストがは
るかに高く利用技術上の容易性
の差もここに影響しているとい
える。
しかしいずれ に し て 乱 現
今，現代的企業では，ほとんど
め事務が，大なり小なり事務撚
11
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図5 一般 企業 ・官公庁 ・農協における普及 率50 ％以上 の機種
前掲書，10 頁 より。
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100
図6 普及率50％以上の機種と1 社平均保有台数（一般企業）
普 及 率
前掲書,11 頁よりレ
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械 の利 用に よ っ て 処 理 さ れ よ う と して い る とい え る の で あ る 。 つ ま り， 人 手
十事 務 機 械 とい う事 務 工 程 シ ス テ ムで あ り， 時 に よっ て 機械 化 シ ス テ ム 十人
手 とい う構 成 と な る・。 こ の 場 合 ， 事 務 機 械 導 入 の 効 果 は ， そ の シ ス テ ムへ のI/O
お よ び 処 理 過 程 の 設 計 ・管 理 の状 況 に よ る 。 そ し て 前 者 で は ， 人 手 中 心
に よる 工 程 の 中 に 機 械 が ど の よ うに 適 合 し た 形 で 導 入 さ れ て い る か ， 後 者 で
は ， ま ずI/O の設 計 と そ の た め の事 務 改 善 が ど の よう に 行 わ れ て い る か に
よ って い る 。
● ●IF. ●I●・●’- 吼.r.I
。
’
。・。
ご表3 事務機械普及順位表
一 般 企 業 官 公 庁 農 協
％ 順位 ％ 順位 ％ 順位
表 示 式 電 卓
記 録 式 電 卓
静 電 式 複 写 機
ジ ア ソ 複 写 機
電 子 計 算 機
文 書 細 断 機
力 ナ｀ タ イ プ
加 算 機
タ イ ムレ コーダ
オフセット印刷機
会 計 機
金 銭 登・録 機
93.1
89.2
87.7
81.8
72.9
69.1
61.3
53.9
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
100.0
60.9
100.0
95.3
62.5
65.6
76.6
■85.9
①
⑧
①
③
⑦
⑥
⑤
④
100.0
84.2
68.4
78.9
68.4
78.9
52.6
①
②
⑤
③
⑥
③
⑦
前掲 書， 9 頁 より。
6. インプットの改善の傾向
事務作業の成果け，個々の技術，技能を改善することも重要であるが，シ
ステムのI/O, および そのプ ロモシンダの方式を検討することの方がより重
要であると指摘した。これをさらにイソプ‥φトの改善として考えてみよう。
ここでは，手作業による事務工程のインプットというのではなく，問題をコ
ンピュ÷ タ 。ベースの事務システムに限定してそのインプットを考えてみた
い。というのは，I/O 関係が明確に捉えられ，かつその改善の効果をより測
定しやすいからである。
本節では，インプットの改善を 日本経営協会が昭和49年度および昭和50年
度に行った2 つの調査研究，「インプット・システムの改善促進に関す る 実
102
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図7 システム改善・設計のねらい（間接・直接合計）
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態調査」 報 告 書の資 料を 参考 として 検討を す すめ るこ とにす る。 同 報告書 で
は，イ ンプ ットの方式 が，業 務上 の特性を 反 映 しなが ら， 省力化 の実現に ウ
ェ イ トを お きつつ ， 機器 ，技術 の進歩を 取 り入 れ て次 第に 高度 な媒 体利 用方
法を 採 用し てい るこ とを 指摘 してい る。そ七 て， イソ プ ッ：ト・シ ステ ム改 善
・設計 の状況 では 主に 下記 の よ うな 傾 向を あ げ てい る の であ る。
① 全 体 の傾向a
） データ の精度 向上b
） 安全 かっ 確実c
） 作業 性 ア ップ
とい った 点 が主に 注 目さ れてい る ところであ る。 また 加え て コス トの削減，
シ ステ ムの 拡張 性に も関心 が示 され てい る（図7, 図8 参照）。
この よ うな 全 体的 傾向は ，全 体の サブ ・シ ス テ ムと しての営業 ，製造工程
などで もほ と んど変 らず，た だ デー タ収 集 の タイ ミン グの点に 間題 があ る と
されてい る のが サブ ・シ ス テ ムの特 色と も い え る。 また ， 図9 を みてみ よ
う。これ は 現シ 不 テ ムの状 況が ，当 初か ら のも のか改 善が 加え ら れた ものか
を示 した も のであ る。。これに よれば 機械 導 入後 の 改善 率は 当 初率 よ り 下 回
り，い ず れに して もシス テ ムが 一般的 にや や 硬直化 し てい るこ とが うかがわ
れ る。す な わ ち， 機械化 シ ス テムを 中 心にす る事 務シ ス テ ムの運 用に流動性
が乏 しい とい うことであ る。 しか し， この中で 営業 の 点を みて みる と，硬直
化 程度が 他 の シス テ ムと比べ て低い。 このこ とは ，環 境シ ス テ ムの変化を 他
よりも非 常に 強 く反 映 してい るとい うこ とが で き る。
② 改 善 の動 機
っ ぎに 改 善 の動 機を 考え て み よ う。 図10 に よれ ば ， コンピ ュータ部門 で
「問題 意 識を もって 」 とい う回答が圧 倒的 であ るが， これに は イン プ ットの
改善は， 専 門部 門に まか せ るべ きだ とい う一 般 通 念が あ ると思わ れる。ただ
し，営業 部 門 では 他 の部 門 より 乱 「ユ ーザー部 門 の要 請 」お よ び「 ト ップ
の指示」 とい う回 答比 率が 高くな ってい るこ とは 見逃 す ことは できない。 こ
れも また ， 前 の問い と同 様に営業 部 門 の環境 シ ステ ム へ の適合度 の高いこ と
に 起因 してい るのであ ろ う。
③ 改 善 の効 果
では最 後に ， 改 善 のた め のシ ステ ム設 計の 効果 につ い ては ど うであろ うか
104
図8 システム改善・設計のねらい（直接・間接合計）8
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8－2 図 業種別に見たシステム改善・設計のねらい
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図9 現インプット・シ ステムの状況
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図10 改善 の動 機（直接・間接入力方式の合計）
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（図llを参照）。ここでも営業面でその効果がもっとも意識されている こ と が
わかる。これに対し，効果意識の点では，製作，人事・給与，財務・経理な
どで営業の倍もの「低い効果であった」という回答が出ているのは注目に値
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図11 システム設計 の効果（直接・間接含計）
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する。ということは，問題意識をもって改善動機づげに働きかけの強い営業
とそうでないところどの差がここに1 つの数字となって現われているといえ
るよすなわち，このことは，設計，改善はその業務自体を遂行しているその
責任部門が中心となることの方がそうでないものより屯優っているというこ
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とてあ る。 この営業 で 乱 直接 ・間接 の入 力 「非常に高い効果であった」
を 二次 ，三 次 の産業 別に分け て効 果 の回答を の回答比率
分 類 し て み る と ， 同 報 告 書 （ 昭50,p.45 ） で
は ， つ ぎ の よ う な 結 果 と な っ て い る 。 二 次 よ
り も 三 次 が 高 く ， 間 接 入 力 よ り も 直 接 入 力 に
高 い 数 値 が 出 て い る の で あ る 。 つ ま り こ れi
±. 営 草 掌 銘 ト の 芒 八 唐 松 入 力 方 霊 力乱 業tv
｀y ドーll/lゝ/1ゝ Jノザ・-「w ＝/ ← い/-/-^/ ヾr ・^'f/1-
(三次) (二次)
間接入 力 ・設 計//
改 善
直接入 力 ・設 計
μ 改善
16.2 ％25.5
％34.1
％60.4
％
10.5 ％13.0
％10.5
％1O.(-.
％
務改善に反映しやすいことを指摘することができる。特にデータ処理七のも
のが営業活動内容にどの程度の分野を占めているかにもよるのである。
7. アウトプットの改善の傾向
事務システムの作動はつまるところ経営管理の効果を高めるためのものに
他ならない。ということは，事務システムからアウトプットされる成果力s-
適切に経営管理に働きかけなければならないとい うことなのである。このた
めに，アウトプットの改善が,1 つの重要な条件となる。しかしながら，事
務機械化にはそれぞれそれに伴う機械化のための制約があって，これがっね
に改善にいろいろな壁となっていた。特にコンピュークの導入においては，1
つの難問であったといってよいであろう。たとえば，カナ文字の使用がそ
れである。
アウトプットに関する改善は，近年とみに著しい発達をみよう と し て い
る。それらの傾向は，ユーザー・オリェソテッドの立場に立ってすべて考案
され。‥情報の利用効果を高めるための工夫がほどこされている。機械のー ¬
ド的側面では，プリンターの改良がすすみ，特にわが国の特有の問題である
漢字処理が可能となった。漢字処理システムの現況ならびにその利点につい
ては，末尾の資料（表5-1 ～2）を参照いただこう。また，入力の 改 善 に 応
じて出力の点て 乱 音声，図形処理の技術が進歩したことは，コンピュータ
・システムにそのベースをおく事務システムの機能上の拡大をもたらしてい
るごとは否定できない。
しかし，このようなハード上め進歩によって，アウトプッう の改善が実現
して乱 っぎの点でさちに改善が加えられなければ，その効果ぱ経営管理に
十分反映,されえない。・・・・。
・
・ ・・
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① 容易性－ ミスの起りうる範囲が極小なこと。
② 容易性
③ 経済性
利用が容易であるこ。と。
費用が低廉なこと。
すなわち，アウトプットが，ユーザーによりよく駆使されるためには，利
用者が，複雑な，また高度な利用操作技術を必要としないということが重要
である。そのためには，コンピュータのハード，ソフト上ですでにこれに対
応する処理技術上の解決が行われていなければならない。プログラム。パッ
ケージ，アプリケーション 。パッケージの整備がその1 つの対応 策 であろ
う。図16はその適用の一例。
また，すでに指摘 し た 漢字情報処理システムによるI/O の改善は，結果
的にアウトプットの利用効率を増し，特にわが国特有の文化事情とも合わせ
て，情報システムのより大衆化に貢献しつっあるということができよう。つ
ぎにその漢字情報処理システムの開発にどのような工夫が行われ，それがど
のようなメリットを与えているか，その概要を説明しておくこととしよう。
① 漢字と他の文字との相違 ＼
ア） 文字の絶対類の多さ
イ） 字形の複雑なこと
ウ） 字形の変化（時代的）
ユ・） 読み方の一義性の不定
オ） 分類・配列の不定
表4
ソ フ ト ウ::=- ア 名 ラン ク ソ フ ト ウ ェ ア 名 ラン ク
文 字 フ ァイル
文 字 フ ァイル保 守 プ ロ グラ ム
文字 フ ァイル印 書 プ ロ グラ ム
フ ォン ト ・マ スク 作成 プp グラ ム
外字 フ ァイル変 換 プp グラ ム
コ ードブ ッ ク作成 プ ロ グラ ム
姓名 フ ァイル
姓 名 フ ァイル保 守 プ ロ グラ ム
姓 名 フ ァイル印 刷 プ ロ グラ ム
姓 名 のカ ナ漢 字 変 換プ ロ グ ラム
地 名 フ ァイル
B
C
C
C
C
C
A
C
C
A
A
地名 フ ァイ ル保 守プ ロ グラ ム
地 名フ ァ イル印 書 プ ロ グラ ム
地 名の カナ漢 字変 換 プ ロ グラ ム
プリン ト・ フ ァイ ル ・フ ォ ーマ ット
・プ ロ グラ ム
プリン ト・ フ ァイ ル ・ コン トp ール
・ル ーチンHSP
デ ー タモ ニ ター プ ロ グラ ム
イ ンプ ット ・デ ータ ・チ ェ ッ ク・プ
μ グラ ム
漢 字 デ ータ ・ ソー テ ィン グ・サブ ル
ーチン
C
C
A
C
C
C
C
B
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② ソフトウェアの必須条件a
） 文字の形に関するソフトの開発b
） 文字の属性に関するソフトの開発c
） 文字の形と属性の追加，削除，変更に関するツ フトの開発d
） 類似文字検出のソフトの開発
③ 上記のために開発用意されたソフトウェアの例3
－1 語に関する情報を扱うもの・・‥・ランクA3
－2 文字の属性に関する情報を扱うもの‥‥・ランクB3-3
文字形に関する情報を扱うもの……ランクC
図12 漢字情報システムのハ ドーウェア構成図
「
?
漢字ディスプレイ・
ペンコー ダ
漢字ディスプレイ・
ペンコーダ
ニ
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④ 上記のランクA,B,C に従って開発されたソフトウェア名例の一覧
⑤ ハードウェアの構成
・⑥ 開発のメリット
フ ） 日本語の処理可能
イ）■事務処理形態の変化少
ウ） 単純作業の機械化促進
エ） コード不使用
オ） 情報の統合化促進
ヵ） 重要書類保存技術の改良
そして要約すれば，わが国では，漢字特有のもつ文字匿報を生かすことに
よって，文化的側面で，また人間的観点からこの機械化は，従来のコンピュ
ータ・アウトプットよりも数倍も優れた貢献を果すことになるであろう。な
お，以上の検討資料は，日本ユニバック（株）のUNIVAC 漢字情報処理シ
ステムに関する面接調査にもとづいて，これを記述した。
8. コンピュータの導入概況と業務管理
事務機械の導入が，企業で一般化し多くの事務機械が注目されていること
は以上の検討で理解することができた。そしてこの中で，コンピュータ以外
の一般事務機械の利用も重視しなければならないが，特に事務システムの本
質的・構造的影響力をもつものとして，コンピュ∠少の導入を十分検討しな
ければならない。そのために本稿では,I/O 関係の改善をこの面に限定して
研究してみた。すでにそこでは，事務自体の中からシステムの改善・設計を
推進することの重要性とそのような背景のもとにこそ事務成果の向上が期待
しうることをいくっかの資料から引き出すことができた。では，コンピュー
タは現在，現代的,企業の多くでどのように利用されているのであろうか。こ
こではこの側面の検討を情報処理学会がまとめた『電子計算機ユーザー調査
年報』76年版にょって検討し，さらにこれに対し若干の付加項目を与えてそ
の傾向を考えることにした。
付加項目は，各企業の資本金，従業員数を同時に一覧表とすることで企業
規模の概略をつかみうるように改善したことである。また，年間売上高を記
載して売上高に対するコンピュータ・システムの状況対比の資料とした。こ
事務システムの変化と事務機械113
の点 は,∧事 務 コス ト の 検 討 と 合 わ せ て 参 考 に な る だ ろ う。 一 方 ， 中 小 企 業 の
実 態に つ い て も化 学 関 係 ， 商業 関 係 を サ ソ プ ド ／ダ的 に75 社 選 び そ の コン ピ
ュータ 活 用 状 況 に つ い て 調 査 した 。 こ こ で は ， 工 場 あ るい は 営 業 所 の 集 中 ，
分 散 の 型 に 応 じ デ ー タ通 信 利 用 の 程 度 を 調 査 項 目 と し て特 に 加 え √売 上 高 と
の 関 係 は ，4 節 お よ び 大 企 業 の 例 に 止 め た 。 な お ， 本 稿 使 用 の 資 料 中 備 考 にNO
と あ る のは ，そ の 企業 の 事 情に よ り 回 答 不 能 であ っ た こ とを 示 し 七い る 。
回 答 の 収 集 お よ び 一 覧 表 作 成 は ， 昭 和5! 年 度 涌 田 研 究 室 で 行 っ た も の で あ
る 。 ～
さて以上の資料によれば，概略っぎのことが指摘できよう
表6-1 より（末尾資料）
① 複数のコンピュータ設置の企業が多い。
Q
・
・ . . j l
・ ' j j - i 、 I - I ● ● I た j . 司● I I . 4 J
② 製造業に比べて商業部門では，適用領域の関係から1 セノット設置数が
： 多い。 ト
④ 大量に存在する一般事務は 耳ソピュータ処理。
④ ライン業務は一貫してコンピュータ処理。 白
⑥ 経営計画に適用の例も増加。
、 k I L - い ー . I .
⑥ 予算システム，会計情報システム志向も取り入れる傾向。
なお，情報検索も次第に現実化している。一 上
表6 －2より（末尾資料） ‥
① 販売管理，会計，在庫および給与計算が多い。
③ 小型コンピュータが主である。
③ 化学部門では，資材管理が，商業では掛金管理に適用してゆく傾向か
ある。 …………… … ……
④ データの輸送には，電話，郵便システムが多く使用され，データ通信
としての専用回線をもっだところは1 社のみ。
⑤- ぱっきりとコンピュ’一タ処理を説明できない企業も多い。 ∇
9。 事務システムの構成変化 二一
事務機械の導入による事務システム機能拡大め結果は，事務システム構成
上の変化を招来する。データ収集レ情報提供などめサブ・システム示変呪
組織活動と表裏一体の関係で作動するシステムめ在り方が変化するからであ
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る。この変化は，一般に2 つの方向をもっている。1 つは，経営管理機能と
事務システム機能との接合の面である。他は，作業システムとの接合の在り
方といえよう。 ■■
さて，経営管理との接合の面であるが，まず経営管理機能を事務システム
の中にどの程度とり込むかということによってこの変化の範囲が定まる。つ
まり，経営管理活動に対して事務化かすすめば，当然そこに経営パターン，
管理パターンが設定され，パターンの運用は事務化の質を高める こ とにな
る。パターンの活用は経営や管理の諸活動の一部を自動操 作 す る志向ダも
デ ー
【二う ＞
図13 管理システムと事務システムの接合
に二> 決定
ち，在庫管理，資金運用，
予算管理，人的資源管理な
どには優れた効果をもたら
す。したがって事務システ
ムは，経営システム，管理
システムの機能を一部とり
込ん七，図13 のような構成へと変化する。
第2 の作業システムの面では，事務ステップの短縮化，デ ：ータ処理，伝達
図14 事務システム工程の改善
書く 計算 転記 集計 作表⇒ の
N
多行変換
データ
集 中 記録・計算 作表・保管 ⇒
……、.・.過 程 の 変 更 な ど が 発 生
七 、 こ れ ら の 変 更 は 職
数工 程
提供
務内容とその体系分再
編成を必要とする。こ
のような変化は，図14
のように発展し，構造
的に事務システムの構
成変化を引き起す。もしもこのような変化が伴わなければ，事務 の 二重 処
理，あるいは煩雑化となって事務コストは増加する。またもし乱 変化の志
向性が適正でないならば，事務処理の成果は効果的に活用されえない。なぜ
ならば，第1 の場合では，経営・管理の活動に反映する事務，あるいはその
結果を行動に移 す ため の事務に一貫性が欠け，判断，指令などのアクショ
ン・ステップがいたずらに増加するからである。また，第2 の場合では，手
作業と機械処理が1 つの事務工程として統合されえないからである。
したがって，図13に示すように前者では， パターン に の場合，手続パター
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ソとシ シュレーション） の利 用に より接 合 し，後 者 の例で は， ル ーチン化 ， プ
ログラ ム化 で接 合す る。 接 合に よっTて得た 効果は ， さらに 事務 担当 職員 の再
教育に よっ て 経営成 果 として 高 め ら れ る。一 般に い う単 純 労働か ら の解放
か ら，知的 労働へ の質的 転換 が こ れであ る。 省力 化は， 量的 な 削 減だけ でな
くノ質的 向上に よる生 産性 の上 昇 と ならなけ れ ばな らな い のであ る。
10。 む す び
事務は経営管理を支える重要な要具であり，経営管理の諸活動のすべてに
付随し，展開しでいる。したがって,事務システムの構造的,あるいは質的な
変化は,当然のことながら経営管理を遂行する組織体に影響し,具体的には組
織編成，組織運用の面にそれが反映してくるのである。この影響がどのよう
に反映し，どのよう に組織こ吸収されるかが問題であるが，その反映が，管
理志向ベクトルの向きに合致したような形で活用するためには，図15に示し
たような事務シス テム志向，管理的志向，業務的志向の三極が1 つの点で。
図15 三極志向の統合
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一 体 的 に ま と め ら れ 統 合 さ れ1 つ の 方 向 性 を そ こ に も た ね ば な ら な い 。
す な わ ち ， 事 務 ツ ス テ ム の 志 向 は ， 正 し く 情 報 利 用 の 効 率 を あ げ る た め ，
一 般 原 則 上 の 適 用 を 強 化 す る こ と に 向 い ， よ り 広 い ゾ ー ソ で の デ ー タ ． ベ ー
ス の 確 立 を 求 め る こ と で あ ろ う 。 こ の 方 向 を 管 理 的 志 向 と し て の 統 合 的 実 態
把 握 ， 業 務 的 志 向 と し て の 業 務 成 果 の 向 上 に ま と め 上 げ る こ と が 必 要 な の で
あ る 。J.C.Higgins に よ れ ば ， こ の よ う な 立 場 に お い て 経 営 者 が 真 剣 に 取
り 組 ま な け れ ば な ら な い 重 要 斐 因 に は ， つ ぎ の よ う な も の が あ る と い
右
。
① 情 報 シ ス テ ム 目 的 の 性 格 と そ の 水 準
③ プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム の 構 成 を 含 む 活 動 体 と し て の 組 識
③ 変 化 ， 特 に 情 報 シ ス テ ム の 革 新 に 対 す る 一 般 的 組 織 内 の 態 度
街 組 織 お よ び 経 営 者 に 対 し て ， ま た 経 営 者 の 才 覚 ， 関 心 に 対 し て の 専 門
シ ス テ ム 設 計 者 の 態 度 ‘
こ の こ と か 別 の 角 度 か ら 説 明 す れ ば ， 当 該 組 織 に 対 し て 必 要 な 情 報 シ 入 テ
ム の 把 握 √ 組 織 の 流 勤 性 ， 革 斯 的 情 報 シ ス テ ム の 受 入 れ 探 境, ニ‥シ ス テ ム 設 計
担 当 者 の 基 本 姿 勢 と い っ た 問 題 を1 つ の 方 向 に ま と め 上 げ て ， 情 報 シ ス テ ム
の 運 用 を 図 る と い う こ と で あ る 。
こ れ に 関 逓 し て 数 企 業 の 栗 務 部 門 で 事 務 シ ス テ 入 に 対 す る フ リ ー な 要 求 を
ア ソ ケ ー ト の 中 か ら み て み る と ， つ ぎ の よ う な も の が あ げ ら れjj
）
。
（ 総 務 部 門 か ら ） … ……
訃
っ
組 織 の 流 動 性 に 対 し て の 事 務 の 在 り 方
③ 事務(
電算部P
① シス
② 各部
増加
向型管理者の不足
協力体制の欠如
③ 統 括 部 門 （事務合理化推進）の 欠 如 ＼ ＞
’ ・ ・・I・
④ 部 門 の 都 合 優 先 の た め の トー タル ・ シ ス テ ム化 不 十 分
つ ま り こ こに お い て も， 全 体 的 視 野 か ら の 事 務 シ ス テ みの 再 検 討 ， 組 織 と
表 裏 一 体 関 係 の 事 務 の 在 り方 ，事 務 シ ス テ ム管 理 専 門 部 門 の/設 置 ， お よび 増
大 す る 事 務 処 理 対 策 な どが 指 摘 さ れ てい る の で あ る 。 こ の た め に ， 組 織 拡
大 ， あ るい は 組 織 の 硬 直 性 に 対 処 す る た め に シ ス テ ム上 の 工 夫 が 必 要 で あ
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る ． ま た ， 事 務 処 理 は 一 般 に 増 大 の 傾 向 を 辿 る の で
， こ れ に 対 し て も 一 定 の
規 制 的 枠 組 み が 要 求 さ れ る こ と と な る
． つ ぎ に1 つ の 例 と し て 解 決 策 を あ げ
て み よ う ．1 ＼ … … …
解 決 策 の1 つ の 方 向 性
‥ ‥ □
① 事 務 シ ス テ ム の 事 務 処 理 機 構 の う ち デ ー タ 処 理 機 構 部 分 を 分 離 し て 運
－ ・ ・ ・ ・l㎜ ■j
用 す る ． 十
② 事 務 処 理 の 外 注 形 式 を 豊 富 に 導 入 ． 十
丿
… …
③ 他 の 関 連 組 織 体 と 合 体 し た 事 務 シ ス テ ム を 設 置
， 事 務 シ ス テ ム 横 断 的
・■・■ ■. ・J| ¬|・・.・ ‥..
｜1
丿関 連 を 強 化 す る ．
ノ ゜
… …
… ，
こ0 考 え 方 は ， 事 務 シ 又 尹 ム の あ ＼る 部 分 を1 つj の 組 織 体 の 構 成 部 分 か ら 切
り 離 し て ， 機 能 と し て は も ち ろ ん 保 存 し な が ら
， 実 際 的 に は
足 の 処 理 を 組 株
－Ili ． ■I111
．
● ・l ・- ・ ・-|外 に 出 す こ と に よ
∇り?. 組 織 を い た ず ら ‥に 拡 張 す る0 を 防 ぎ レ う ね に 管 理 可 能
‘: ・;II ” ’・ ’: ・， 〉’I，^ ・｀; ；
｀|
な 規 模 に 組 織 を 維 持 す る と い 弓 こ と= を そ こ に 意 図 し て い る 心 心 で あ る:o こ め
｜ ・ ―・ ｀ － ・． ・ ・ ・ ｜ ・． ｜よ う な 方 向 性
は) 現 代 企 業 の 坤 で い ＼く つ か そ の 具 体 的 例 を み る こ と が で き る1
吼 ● ・ ・l ・,・ ;... ・. ―f., ；
が ， 本 務 シ メ テ ム の 研 究 と し て は
， 今 後 ， 十 分 検 討 し な け れ ノば な ら ヅい い 事 項
で あ. る と い う こ と が で き よ ダ ． い ス … … … ……j … ……
…
’
…
…… …… 1.:＼lj
1）丿JトC.Higgins:IriformationSystemforPlanningandControl 八〕:223.2
） 日本経営協会編 子経営研光年縦』昭和50年，147貢。 ト… ……
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表5 －1 漢字入出力装置
メ ー カ ー ●デ ■i―
ラ ー 名 機 種 名
文(
標
字
準)
種 文 字 積(
オプション含)
記 録 媒 体 入 力 方 式
富 士 通 FACOM6801A17680110752
FACOM6802A/B/C （新聞社専用入力装置）
紙テープ 多数シフト
日本電気漢字シス
テム／日 本電 気
C ―5120UC
－5110C
－5510C
－5550
2976
2205
2940
(C －5510による 4－コードの読取
紙テープ
紙テープ50
枚/ 分）
タブレット
和文タイプ（バ
－コ―下印字）
バーコード読取
東 芝
KIM －100KIM
－110
バーコード和文タイ
プ
バーコードリーダーCIM
―100
14,0951
(KIM こ4ご)に文章校正4,000 ク クシブフを付加)(
和文タイプライ.タのバーコ・―ドの読取:0.5 秒／行)(
漢字考リンクで印字された文章の修正：訂正用)
タブ レ ット
和文 タイ プ( バ
ー コ ード印 字）
バ ―コ ―ド 読 取
タブ レ ット
沖
カナけん盤漢字入力
装置
漢字鍵盤さん孔機 2,600
7,488
5,200
紙テープ,MT
ディスク, プリ
ンター
カナけん盤
多数シフト式
三 菱 電 機
㎜ ㎜ ■
M2365 16,000 タブ レ ット
日本ユ ニ バ ツク 漢字ディスプレイ・
ベンコ―ダー 2,816 3,840
カ セ ヅトi デ ィ
ス プレ イ
タブレ ット
束 レ TORAY8510TORAY8511 3,2403,240 紙テープ
多 数 ■ンフ ト
谷村新興 製 作所
SC －8000SC
－4000SCK
－200D
4,000
4,096 12,288
紙テープ
2 ストロ―ク
多数シフト
写 研 SABEBE －S3001SABEBE
―A1501
3,360
3,580
5,760 紙テープ
紙テープ
多数シフト
ぺ ん て る
PK －2000C3
－4000CPK
－1000
―2000
－3000
－4000
2,(00
1,000
4,000
4,000
紙テープ，MT
カセットテープ
紙テープ
カセットテープ
タ ブ レ ッ トII
ア ル プ ス 漢字入力装置 2,743 紙テープ 2 ス トロ ー ク
ゼ ネ ラ ル KK －202 4,000
紙 テ ー プ ．MT
フ ロ.;/ピ ー タブ レ ッ ト
日本システム技術 KIPROS －5010 3,132 紙テープ
カセットテープ
和文タイプ
カ ン テ./ ク カソタイバー 8,464 紙テープ 2 ス トp ― ク
日本タイプライタ 漢字入力システム
バーコードリ- ダー
2.940
( 紙テープ印字のバーコ―ド読取:IE
紙テープ
，紙カ
ード，シート
文字／秒）
和文タイプ（ バー
コード印字）
m 和 情 報 機 器 S5011/5111 3,072 10,000～ 紙テープ 多数シフト
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メーカー・ディー
ラ ー 名 機 種 名 印 字 方 式 印 字 用 紙 印 字 速 度 主 な 用 途
大 倉 商 事(HELL
社)
DIGISET40T1J/2J ライ ン・ ド ヅト
フ丿レム
，印画
紙, スタビリゼ
－ションペーパ
－
287～635字/秒 新聞・出版印刷
1ERSA 経TEC
社）
モデル200A1 静電記録| 静電記録紙600 行/分| §と學)4ぶれr 十(
その他多機種あり:900A,llOOA,lllOA.1600A,120OA,2000A,2030A ，2160A)
池 上 通 信 機 CG ―1065D テレビスキャン 放送局.OEM
富 士 通
FACOM6504AFACOM6531C
FACOM6532AFACOM6521B
FACOM6523A
電子写真
回転母型盤CRT
静電記録
ワイヤインパクト
普通紙
フィルム・印画
紙
静電記録紙
普通紙，感圧紙
2・o回 路
昌 昌30
～60字/秒
汎 用
出版印刷
汎 用
g7 君齢 粂
JN7300C5210D
C5230C5260
C5220
C5240J
PPC静電記録
ドットインパクト
映像走査
普通紙
静電記録紙
普通紙
フィルム・印画
紙
2,000行/分1,800230
行/分480
行/分100
行/分100
字/秒
汎 用
窓口業務，校正
用
新聞・出版印刷
東 芝
KPR －100KPR~50KF
－4000
静 電 記 録VIt 静電記録紙it// 1,200～2,500行5.4
秒/A4/
分750
行/分
汎 用
タrIt
沖
オキタイバーssoo
オキェレクトロプ
リソター
ワイヤイソパクトイ
オソ流電界制御
普通紙 40字/秒4,000
～5.333行/
分
汎 用
Ξ 菱 電 機 M8220 乾式電子記録 普通紙 2,800行/分 汎 用
日本ユニ バッ ク 漢字プリソター 乾式電子記録 普通紙 2,800行/分 汎 用
東 レ
TORAY8570
TORAY8572 、
シリアル電子写真 電子写真記録紙
普通紙
800～1,200字700
～2,100
ざ秒/
分
汎 用
谷村新 興 製 作 所 SC
－8000SC
－4000
ワ イ ヤ ド ヅ ト/; ・yート ベ ーパ ー
ロ ーJレペ ーパ＝
600字/分375列
汎 用
写 研
SAPTON-Spits779O
SAPTON-A7262SAPTON-NSU
文字円盤//If フィルム・印画
紙
ノソノ－^フ.*p
ール. 紙テ- プ
900～650字/分?
沈 黙 ド
新 聞・ 出版印 刷IIr/
日本システム技術 KIPROS ―5030 静電記録 静電記録紙一 100字/秒 汎 用
日 本IBM
IBM2245IBM5981
－DOl
ドットイy パクト
スキャ.ニソグ
普通紙
フリレム・印画
紙
300行/分 汎 用
新聞印刷
昭 和 情 報 機 器
S5400
S5300S5200
S6200
オ プ テ ィ'カ ル ・ フ
ア イ バ ー チA － プIf
ピ ソ電 極
叩 、
電子記録紙
￥
静電記録紙
刃
72,115字/分11:
雛 路lIt
汎 用(
図形 十文 字)nIIII
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図16 場更新処理の流れ
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